
鬼
鹿
幼
稚
園

　
　
閉
園
記
念
誌
2026.3



1

鬼鹿幼稚園教育目標
１　体の丈夫な子ども

２　けじめのわかる子ども

３　伸び伸びとした子ども

４　がんばる子ども

５　仲よく助け合う子ども

園章の心「伸芽」
●　中心円の幼は３歳児、中円のおにしかは４歳児、花びらの部
分は、５歳児で仲良し鬼鹿幼稚園を表している。　　

●　ひまわりは「伸芽」の健やかな成長を表し、台地色の緑は伸
芽の育つ緑地を表している。

●　園名はわかり易くするため白地（純真さ）で「おにしか」を入れ、
金色の「幼」は、園児のかわいらしさの中の個性に輝きを表
している。総体的に鬼鹿幼稚園の和と高まっていく姿を表し
ている。
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旧保育所を仮園舎とし、小平町立鬼鹿幼稚園の設立可
初代園長　山下寿徳氏（鬼鹿小学校校長）
鬼鹿幼稚園開園式
３歳児１８名、４歳児２９名、５歳児２７名
園舎落成式挙行　※園歌制定
大遊戯室増築（１４７．７㎡）落成式挙行　※園章制定
おかず給食開始（鬼鹿地区学校給食センター）
２代目園長　沢田寿一氏（鬼鹿小学校校長）
こぐまクラブ創立（初代会長　上杉敦子）
留萌管内幼児交通安全指導者講習会　会場園
３代目園長　佐々木正雄氏（鬼鹿小学校校長）
開園１０周年記念協賛設立
開園１０周年記念式典と祝賀会挙行
４代目園長　渡辺義方氏（鬼鹿小学校校長）
第３回　幼年消防クラブ全国大会（広島市）
日本防火協会から「鼓笛隊セット」一式　拝受
ＰＴＡ広報「ガキ大将」発行（ＰＴＡ会長　西村祐一）
ベルマーク・ロータスクーポン収集開始
「母親参加の絵本の読み聞かせ」開始
５代目園長　中島陞平氏（鬼鹿小学校校長）
６代目園長　大野一氏（鬼鹿小学校校長）
旧園舎の解体・新園舎新築工事に着手（小学校校舎に移転）
新園舎に移転
新園舎落成式挙行
７代目園長　山本敏二氏（鬼鹿小学校校長）
開園２０周年記念式典挙行　
事業（園庭芝植え、園庭ブランコ、子供樽みこし）

鬼鹿幼稚園の沿革鬼鹿幼稚園の沿革
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８代目園長　塚田亮二氏　就任（小平町立鬼鹿・小平・達布幼稚園３園兼務）
預かり保育「こじかクラブ」発足（試行）
町条例により、「預かり保育」実施
９代目園長　加藤喜好氏　就任（小平町立鬼鹿・小平・達布幼稚園３園兼務）
１０代目園長　塚田芳雄氏　就任（鬼鹿・小平幼稚園２園兼務）
１１代目園長　田村真一氏　就任（鬼鹿・小平幼稚園２園兼務）
ＰＴＡ協力により園庭砂場周辺の整備と砂入れ替え実施
ＰＴＡ協力により猫よけネット寄贈
預かり保育の延長・拡大（午後５時まで、夏季休業中の実施）
１２代目園長　島田雅彦氏　就任（鬼鹿・小平幼稚園２園兼務）
「満３歳児保育」実施
預かり保育の延長（午後５時３０分まで）
預かり保育の拡大（冬季休業中の実施）
１３代目園長　江畠弘子氏　就任（こども園兼務）
１４代目園長　髙橋敏彦氏　就任（こども園兼務）
１５代目園長　堂坂雅彦氏　就任（こども園兼務）
預かり保育の延長（特別な場合のみ午後６時３０分まで）
子育て支援窓口の設置
入園料・保育料（預かりは除く）の無料化開始
１６代目園長　金澤弘幸氏　就任（こども園兼務）
預かり保育の拡大（春季休業中の実施）
１７代目園長　金子超氏　就任（こども園兼務）
１８代目園長　外山一正氏　就任（こども園兼務）
公立幼稚園の預かり保育無償化開始
１９代目園長　杉本弘幸氏　就任（こども園兼務）
２０代目園長　堂坂雅彦氏　就任（こども園兼務）
２１代目園長　木内裕子　就任（こども園・小平幼稚園兼務）
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小平町立鬼鹿幼稚園の
閉園に寄せて

小平町長　　関　　　次　雄

この度、昭和４７年の開園以来、５３年以上の伝統ある町立鬼鹿幼稚園が、その
長い歴史に幕を閉じることとなりました。長年にわたり地域の子どもたちの成長を
見守り、支えてくださった地域住民の皆さまに対し、町を代表いたしまして深い感
謝の気持ちを表するとともに誠に心さびしい想いであります。

顧みますと、町立鬼鹿幼稚園は昭和４７年６月に３歳児１８名、４歳児２９名、
５歳児２７名、計７４名で開園いたしました。この間、平成３年には、現在の場所
に「新園舎」が完成し、平成１０年には、「預かり保育」の実施、平成２３年には、「こ
ども園の設置」とそれぞれその時代に沿って幼児教育の実践が行われてきました。

しかしながら、過疎化の影響は著しく、それに伴い園児数も年々減少の一途をた
どり続け、５３年間にわたる地域の幼児教育の歴史が閉じるに至りましたことは、
大変寂しい限りであります。６７０名を超える卒園児たちは各地のあらゆる分野に
おいて活躍されており、開園以来、幼稚園の運営や各種行事等に常に温かいご支援、
ご協力を賜わりました保護者の皆さま並びに地域の皆さまに、あらためて敬意と感
謝を申し上げるものであります。

４月からは、小平幼稚園への統合となり、バスによる通園が始まりますが、園児
たちの安心安全な通園の実現のため、車輌には先生も同乗し安全確保に努めてまい
ります。また、園児たちも新たなお友達との出会いが待っており、今まで以上のた
くさんの想い出ができることと期待しております。

終わりに、小平町の園児たちの今後の健やかな成長と幼児教育の発展に向けて、
引き続き皆さまとともに歩んでいけることを心より願っております。
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鬼鹿幼稚園の
　　閉園にあたって

小平町教育委員会教育長　　濵　田　哲　也

昭和４７年（１９７２年）の６月に鬼鹿幼稚園が開園し、多くの子どもたちが学び、
遊び、成長した幼稚園ですが、園児数の減少により、令和８年（２０２６年）３月
末日をもちまして閉園することとなりました。これまでに多くの卒園児と保護者の
皆様、教職員が鬼鹿幼稚園で健やかに、また朗らかに過ごすことができましたこと
にあらためまして感謝申し上げます。

この５４年間には大遊戯室の増築や新園舎への移転、満３歳児保育の実施、預か
り保育の実施（延長・拡大）、新型コロナウイルス感染症拡大のため各種事業の中止・
縮小などもありました。

幼児期における教育は、生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要なものであり、
その後の義務教育として行われます普通教育の基礎を育むうえでとても大切です。
その時期に鬼鹿幼稚園で過ごした経験は、生涯の宝であり、子どもたちの心の拠り
所となるに違いありません。卒園された皆さんは鬼鹿幼稚園で触れ合った仲間や豊
かな自然などによって大きく成長し、将来的に社会に貢献できる人材になっていく
ことと信じております。

令和８年４月からは園児たちは小平幼稚園で様々な行事や集団生活を通して、多
くの仲間とともに健やかに成長していくこととなります。多様な考えを持つ子ども
たちと触れ合い、コミュニケーションをとることにより、視野が広がり、自身の考
えが深まっていきさらに成長していきます。

終わりになりますが、未来を担う子どもたちの健やかな成長を切に願うとともに、
これまでに鬼鹿幼稚園の運営と教育の充実にご尽力賜りました関係者の皆様、保護
者の皆様及び地域の皆様に心より感謝を申し上げまして閉園のご挨拶といたします。
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地域と共に歩んだ
鬼鹿幼稚園

園長　　木　内　裕　子

　昭和４７年の開園以来５３年間、地域と共に歩んできた「鬼鹿幼稚園」の閉園を
迎えるに当たり、今日まで本園を支えてくださった多くの保護者の皆様、そして温
かく見守ってくださった地域の皆様、関係者の皆様の多大なるご支援に心より感謝
申し上げます。

　小平町は、早くから幼児教育の充実とその積極的な推進を図るために、管内はも
とより全道にさきがけて公立幼稚園を３園開設しました。
　その中でも、鬼鹿幼稚園は文部省（現：文部科学省）や北海道教育委員会の研究
指定を受け、幼児教育への絶え間ない熱意や先生方の努力により、子ども達の未来
を担う生きる力を育む保育の充実を目指してきました。

　私は、平成９年に小平幼稚園から鬼鹿幼稚園へ異動となり、幼稚園行事や日常の
保育を通して、鬼鹿地域のつながりの中で多くのご支援やご協力をいただきながら
幼児教育に従事してきました。

　運動会では子ども以上に全力で走るお父さん、発表会では子どもと一緒に緊張感
を味わいながら出し物で踊ったり演じたりするお母さん、祖父母参観日ではお孫さ
んと一緒にいも団子作りを楽しむおじいちゃん・おばあちゃん、夏のお楽しみ会で
は保護者や地域の方々と一体となって縁日や盆踊りで盛り上がりました。こうした
思い出の数々が尽きることはありません。
　子ども達の日々の成長を見守りながら、園の様々な行事に対してご協力いただい
た保護者の皆様、地域の皆様に心から感謝申し上げます。
　
　終わりに、たくさんの子ども達の未来へと向かう力を育んできた鬼鹿幼稚園の役
割が今後、小平幼稚園との統合により受け継がれ、鬼鹿の子ども達がこれからもた
くましく、優しく自分らしく羽ばたいていくことを心から願いながら閉園に寄せる
惜別と感謝の言葉といたします。



7

寄  稿

元公務補　堀　えり子

　閉園と聞き、“寂しさ ” と共に、昭和５９年から平成２４年までの２８年間、沢山の
園児たちと過ごした多くの記憶が蘇ります。私の仕事は園内の掃除、園庭の草刈り、園
舎周りの除雪・屋根の雪下ろしなど、園児たちが安全で楽しく学べるよう環境を整える
ことでした。特に思い出深いのは給食の運搬で、旧小学校からリヤカーで行い、吹雪の
時は前が見えず、歩数を頼りにリヤカーを引いたこと、全ては園児たちの笑顔が力とな
り、多くの苦労も疲れも吹き飛びました。
　園行事は特に楽しく、父兄の皆様にはいつも助けられました。２８年の月日が経過す
る中、園児だった子どもが親となり、その方のお子さんが入園してきた際は、”立派に
成長したな ”と感慨深かったです。
　春からは少し遠い、そしてちょっぴりお友達が多い小平幼稚園に通園しますが、大き
な声で元気いっぱい走り回ってください。

元教諭　角谷ヒサ子

　開園当時から勤務していたので、閉園にあたり地域と幼稚園設立の事情・関連などに
ついて資料を紐解き、様々なことを思い出しておりました。
　始めは『繁忙期の季節保育所』として地域住民からの要望が高まり、港町１区の住宅
に多くの子ども達が通いました。そして、昭和４７年６月、”幼稚園が１ヵ所もない管
内に幼稚園を “ということで、留萌管内で初めての『公立幼稚園』が設置されました。
　昭和５０、５１年の２年間は、北海道教育委員会から「教育実践指定校」に全道で初
めて指定され、「地域に根差した幼稚園教育の実現」について実践を進め、５３年には
管内で、５４年には北海道で表彰を受けました。
　園児たちが喜んだ活動として思い出深いのは、三軒並んだお寺で遊んだり、６～９月
に年３回ほど「ガンバの山」に登り、山巡りをして下りてきたりする遊びです。因みに、
「ガンバの山」とは、”頑張って登る ”から名付けられたものです。
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第７回卒園児　秋山　英史

　鬼鹿幼稚園が閉園すると聞き、５０年前に入園した頃のことが、友人との語らいの中
で次々と蘇りました。この機会に我々世代の思い出をここに残したいと思います。
　園庭側にあった正面玄関、ドラム缶の焼却炉、着席したらウルトラタッチ、「朝の歌」
の腕を前に手はグーで先生おはよ～♪、左右の胸にはぞう型の名札とコロタンバッジ、
長い廊下の角にはばねが伸びた緑のトランポリン、上を見ると段ボールの鬼、誕生月は
鯉の滝登り、ガンバの山、辛いニッキ飴、給食の先割れスプーン、園長サンタ、百年後
に孫悟空が生まれる角谷先生宅の庭石、担任はトモコ先生、こちょこちょおじさん、手
作りエプロンや座布団、赤・青・黄組、と尽きぬ思い出の断片がたくさんあります。
　園児として、保護者として、たくさんの思い出をありがとうございました。ここに挙
がっていない思い出は、これからもみなさんで語り合いましょう。

第１２回卒園児　赤坂　昌也

　鬼鹿幼稚園で過ごした日々は、私にとってかけがえのない時間でした。朝の「おはよ
う！」から始まり、園内での笑い声や走り回る姿、時には涙もあったけれど、その全部
が大切な思い出です。運動会や発表会やお泊り会、夏にはびしょびしょで楽しんだ水遊
び、冬になり雪だるまなどを作った雪遊び…そんな行事の中でも私の一番の思い出は何
と言ってもお泊り会です。初めは緊張と不安でいっぱいだった私達でしたが、徐々に緊
張もほぐれ、いろいろな催しをみんなで話し合い、協力して達成できた喜びと楽しさを
今でも鮮明に覚えています。そんな私たちを先生たちはいつも優しく見守り、困ったと
きにはそっと手を差し伸べてくれました。その温かさは、これからも私たちの中で生き
続けると思います。
　閉園は本当に寂しいけれど、ここでの経験や思い出は消えません。鬼鹿幼稚園に関わっ
てくださったすべての皆さん、本当にありがとうございました。

第１回卒園児　佐伯奈穂子

　５０云年前、幼稚園が新しく建ち、保育園の黄色組から引っ越しました。数か月しか
通っていませんが、一期生であります。（のちに旧建物が火事になるという歴史もあり
ます）　写真は卒園式の集合写真と他数枚ですが、園内にクラス全員の自画像を描いた
ものがあった記憶があります。５歳にしてはレベルが高く、当時の先生の指導の賜物だ
と思います。
　若き角谷先生がご飯の上にカレーをかけてくれたり、ヤクルトとその上に乗せられた
歌舞伎揚げを喜んで食べていたりしたのを思い出しました。建物やおもちゃも新しく快
適で、自分は小学生になることしか考えていなくて、本気で友達１００人できるかなと
思っており、あの時は閉園という日が来るとは全く想像することもありませんでした。
幼稚園はなくなってしまいますが、そこでの人の縁、この土地の縁で今も過ごせている
と思っております。感謝しかありません。ありがとうございました。
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第３５回卒園児　土佐　優芽

　長い年月、多くの子どもたちを見守ってきた鬼鹿幼稚園が閉園を迎えるにあたり、卒
業生の一人として思い出を振り返りました。約 20年前に通っていた頃、園庭にあった
小さな山が大好きな遊び場でした。冬になると、コメの袋をそり代わりにして友達と何
度も滑り、転んでは笑い合いました。冷たい空気の中で聞こえた笑い声や、夢中になっ
て遊んだ時間は、今も温かな記憶として心に残っています。
　発表会では「キューピーのたーらーこー♪」の音楽に合わせて踊ったことや、保護者
の方々によるドリフの発表で、会場が笑顔に包まれていた光景を覚えています。日々の
園生活では、ままごとをしたり、ドッジボールで元気いっぱい体を動かしたりと、友達
と過ごす時間が何より楽しいものでした。
　閉園は寂しいことですが、この幼稚園で過ごした日々は、これからも私の原点として
生き続けます。たくさんの思い出と温もりを本当にありがとうございました。

第４６回卒園児　三浦　紅雅

　私が小学校に行く前、通っていた鬼鹿幼稚園が閉園することを知り、非常に悲しい気
持ちになりました。私は長い間、この幼稚園にお世話になりました。
　幼稚園の思い出ですが、はっきりと覚えていることがいくつかあります。その中でも、
特に印象にあるのは節分です。
　前日に段ボールとセロテープや紙テープ、ガムテープなどを使い、友達と一緒に壁の
ようなものを作って鬼に備えるのですが、それを一瞬で“壊してくる”のではなく、“ぶっ
壊して ”くるので絶望感がすごかったです。あと、当時は本物の鬼と信じていたのでと
ても怖かったことを覚えています。
　幼少期を過ごした場所が閉園してしまうのはとても悲しく思います。今までありがと
うございました。

第２３回卒園児　加藤　耕太

　強く思い出に残っているエピソードが 3つあります。
　1つ目は豆まきです。鬼に侵入されないように友達とバリケードを作ったのですが、
いざ鬼が来ると怖くなり、一人でトイレに隠れたことを節分になると思い出します。
　次に、水道の山などの自然で遊んだことです。友達と追いかけっこなどをしていまし
たが、今考えると先生方は体力、安全管理等の面ですごく大変だったのではないかと思
い、頭が上がりません。
　そして最後は、卒園時の大きな壁面製作です。友達と意見を出し合い、先生が形にし
てくれました。6年前に公務員を辞めて農業を継ぐために鬼鹿に戻り、翌年には娘が入
園しました。入園式の日、中に私たちの卒園記念製作があり、友達のことや当時の思い
出が蘇り感動しました。
　その後も、園児たちに野菜の育て方などを指導する機会があり、自分が育った園に恩
返しができたことが嬉しく、誇りに思います。私たちを育ててくれた鬼鹿幼稚園、いま
までありがとう。
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発　行／小平町立鬼鹿幼稚園
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印　刷／㈱留萌新聞社 あるふぁらんど

　地域の皆さんに愛され、思い出の詰まった
鬼鹿幼稚園の歴史が幕を閉じるのは、一つの
時代の区切りかもしれません。しかし、ここ
で学んだ「優しさ」や「仲間の大切さ」は、
今の子ども達や、この幼稚園を巣立った皆さ
んの心に根付いていると思います。
　鬼鹿幼稚園が無くなっても、この鬼鹿の地
に子どもがいなくなるわけではありません。
今後も地域が一体となり、子ども達の成長を
見守っていきたいと思います。
　また、この記念誌が、新しい場所へ羽ばた
く子ども達と、支えてきた皆様の背中を優し
く押す一冊となることを願っています。

　協賛会会長　野　原　友　平




